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発 行 ̅ 力

６
月
３
日
、
新
郷
東
部
地

区
治
水
事
業
推
進
協
議
会（

会

長＝

鈴
木
歳
男
さ
ん）

は
河

川
敷
清
掃
を
実
施
し
た
。

こ
の
河
川
清
掃
は
毎
年
６

月
第
１
週
の
日
曜
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
。

新
郷
東
部
公
園（

新
郷
多

目
的
遊
水
地）

に
於
い
て
出

発
式
が
行
わ
れ
、
板
橋
智
之

県
議
・
幡
野
茂
・
飯
塚
孝
行

新郷地区治水協議会河川清掃

小さな親切運動もクリーン作戦

市
議
、
前
原
博
孝
市
議
＆
連

合
町
会
長
は
じ
め
各
町
会
長
、

熊
木
利
治
新
郷
公
民
館
長
等

が
列
席
し
た
。

河
川
愛
護
活
動
の
一
環
と

し
て
、
新
郷
地
区
の
河
川
周

辺
の
辰
井
川
・
見
沼
代
用

水
・
毛
長
川
・
前
野
宿
川
の

道
路
や
植
え
込
み
等
の
清
掃

を
新
郷
全
地
区
の
10
町
会
の

協
力
を
得
て
行
っ
た
。

写真左から、飯塚市議・関長左衛門副会長、幡野市議・鈴木会長、前原市議・板橋智之県議。

見
沼
田
ん
ぼ
で
田
植
え

集
中
豪
雨
も
大
丈
夫
！

ゴ
ミ
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

「
小
さ
な
親

切」

運
動
の
日

本
列
島
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
が
、
５

月
27
日
実
施
さ

れ
た
。

同
運
動
川
口

支

部（

支

部

長＝

原
島
潔
さ

ん）

も
同
日
９

時
か
ら
蓮
沼
公

園
で
出
発
式
を

行
っ
た
。

新
郷
地
区
の

小
学
校
、
安
行

小
学
校
、
武
南

警
察
署
、
滝
野

川
信
用
金
庫
新

郷
支
店
、
読
売

新
聞
店
等
、
参
加
団
体
の
代

表
等
200
名
程
が
参
集
し
た
。

来
賓
に
は
、
奥
ノ
木
信
夫

川
口
市
長
、
新
藤
義
孝
衆
議

院
議
員
秘
書
の
菊
地
博
さ
ん
、

齋
藤
正
士
武
南
警
察
署
長
、
板

橋
智
之
県
議
、
幡
野
茂
市
議
、

飯
塚
孝
行
市
議
、
前
原
博
孝

市
議
＆
連
合
町
会
長
、
中
山

久
仁
夫
本
蓮
町
会
長
、
渡
辺

秀
人
大
東
町
会
長
等
が
列
席

し
た
。

今
年
も
同
本
部
よ
り
、
美

し
い
日
本
・
美
し
い
心
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
同
運
動
に

貢
献
さ
れ
た
、
森
田
と
み
子

さ
ん
、
寺
井
美
津
さ
ん
、
照

山
悦
子
さ
ん
、
碓
氷
勝
弘
さ

ん
、
山
田
甚
吉
さ
ん（

写
真

左
上）

に「

ふ
れ
あ
い
の
輪

を
広
げ
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
素
晴
ら
し
い
成
果
を
お
さ

め
ら
れ
た」

と
表
彰
状
が
贈

ら
れ
た
。

式
典
後
一
斉
に
ク
リ
ー
ン

作
戦
に
出
発
し
た
。

６
月
２
日
、
川
口
市
行
衛

の
見
沼
自
然
の
家
の
周
辺
の

見
沼
田
ん
ぼ
で
、
親
子
で
参

加
す
る
田
植
え
が
行
わ
れ
た
。

自
然
保
護
団
体
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ー
ク
川
口（

会
長＝

武
井
美
親
さ
ん）

は
、
見
沼

田
ん
ぼ
を
守
っ

て
い
く
た
め
、

貴
重
な
植
物
の
保
護
を
目
的

と
し
た
植
物
園
を
作
り
活
動

し
て
い
る
。

今
年
も
奥
ノ
木
信
夫
川
口

市
長
と
、
板
橋
智
之
県
議
会

議
員
が
参
加
し
て
、
泥
に
足

を
取
ら
れ
な
が
ら
、
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
、
も
ち
米
・
古

８
月
４
日
、

埼
玉
県
消
防
協

会
主
催
の「

第

30
回
県
消
防
操

法
大
会」

が
消

防
学
校
で
行
わ

れ
る
。

今
年
は
新
郷

の
第
６
支
団（

支

団
長＝

鈴
木
國

雄
さ
ん
59
歳）

。

神
根
の
第
７
支

団（

支
団
長＝

藤
波
幸
夫
さ
ん

61
歳）
、
が
共
に

出
場
と
な
っ

た
。

６
支
団
は
、

昨
年
９
月
か
ら
、

新
郷
東
小
・
新
郷
南
小
グ
ラ

ン
ド
や
、
雨
の
日
は
安
行
分

署
等
で
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。

６
月
９
日
は
、
神
根
地
区

訓
練
場
の
、
グ
リ
ン
セ
ン
タ

ー
第
３
駐
車
場
で
共
に
、
規

律
・
節
度
や
ス
ピ
ー
ド
等
を

競
う
放
水
訓
練
を
実
施
し
た
。

19
時
練
習
開
始
に
、
板
橋

智
之
県
議
が「

実
際
の
火
災

消
火
を
想
定
し
て
の
訓
練
、
集

中
し
、
怪
我
な
ど
に
注
意
し
、

励
ん
で
下
さ
い」

と
。

杉
本
か
よ
市
議
は
、「

熱
の

入
っ

た
訓
練
、
大
会
で
は
、

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
下

さ
い」

と
激
励
に
訪
れ
た
。
　
　
　
　
　

写
真
左
か
ら
、
板
橋
県
議
、

藤
波
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
杉

本
市
議
。

代
米
の
苗
を
植
え
た
。

奥
ノ
木
市
長
は「

子
ど
も

達
を
中
心
と
し
た
多
く
の
人

た
ち
の
体
感
や
体
験
や
情
操

の
場
、
見
沼
の
自
然
と
仲
良

く
触
れ
合
い
、
大
切
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う」

と
。

板
橋
県
議
は「

グ
ラ
ウ
ン

ド
ワ
ー
ク
川
口
は
、
昔
な
が

ら
の
手
法
で
米
や
野
菜
作
り

を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
実
践
す
る
な
ど
、
稲
作

文
化
や
自
然
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
私
も
グ
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ー
ク
の
関
係
者
で
す」

と
。

板
橋
県
議
・
杉
本
市
議
が
激
励

左が奥ノ木信夫川口市長、板橋智之県議
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
30
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

報
番
組
・
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
・

歴
史
。
カ
ラ
オ
ケ
は
高
校
３

年
生
。
家
族
は
奥
さ
ん
の
浩

代
さ
ん
と
、
娘
２
人
と
息
子
。

江
戸
在
住
。

前
原
博
孝
さ
ん（

71）

は
、

江
戸
袋
町
会
長
と
な
り
３
年

目
、
今
年
は
連
合
町
会
長
に

就
任
さ
れ
た
。

市
議
会
議
員
３
期
11
年
目
、

武
南
地
区
交
通
安
全
協
会
理

事
、
拉
致
問
題
を
考
え
る
川

口
の
会
会
長
を
14
年
目
と
５

つ
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
。

「

全
町
会
が
連
携
を
深
め
、

一
丸
と
な
っ

て
新
郷
地
区
の

発
展
・
安
心
安
全
に
尽
く
し

ま
す
。」

と
、
抱
負
を
語
ら
れ

「

軌
道
交
通
の
無
い
新
郷
、
舎

人
ラ
イ
ナ
ー
の
延
伸
を
目
指

し
、
区
画
整
理
の
促
進
を
図

り
た
い
で
す
ね」

と
議
員
の

気
持
ち
も
語
る
。

議
員
と
町
会
長
２
足
の
草
鞋
で
！

新
郷
地
区
連
合
町
会
長
　
前
原
　
博
孝
さ
ん

座
右
の
銘
は「

七
転
八
起」

趣
味
は
、
堤
防
で
の
魚
釣
り
。

秩
父
鉄
道
や
故
郷
熊
本
の
SL

等
を
乗
っ

た
り
見
た
り
。
酒

は
晩
酌
程
度
。
テ
レ
ビ
は
情

赤
井
　
氷
川
神
社

総
代
長
　
千
葉
　
正
吾
さ
ん

赤
井
氷
川
神
社
は
、
旧
赤

井
村
の
村
社
。
創
建
は
鎌
倉

時
代
。

無
病
息
災
を
祈
願
し
、
弓

矢
で
鬼
の
面
を
射
る
行
事
オ

ビ
シ
ャ

と
、
一
升
飯
喰
い
の

競
宴
の
珍
し
い
行
事
や
、
獅

子
の
虫
干
し
等
が
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。

総
代
を
４
年
間
務
め
、
今

年
総
代
長
に
な
ら
れ
た
、
千

葉
正
吾
さ
ん（

75）

は
、「

神

に
お
仕
え
す
る
つ
も
り
で
、
お

守
り
し
て
い
き
ま
す
。
生
き

て
い
る
こ
と
に
感
謝
、
親
に

感
謝
、
地
域
に
感
謝
の
心
、

神
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
多
く
の
方
ご
参
拝
く
だ
さ

い」

と
抱
負
を
語
る
。

「

タ
バ
コ
し
ま
す
・
酒
飲
み

ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は
、
小
林

旭
の<

も
う
一
度
一
か
ら
出
直

し
ま
す>

が
リ
ク
エ
ス
ト
曲」

と
ほ
ほ
笑
む
。

明
る
く
楽
し
い

P
T
A
を
！

榛
松
中
学
校
P
T
A
会
長
　
平
賀
　
貴
義
さ
ん

榛
松
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

は
、
山
口
英
治
さ
ん
の
後
任

に
、
平
賀
貴
義
さ
ん（

41）

が

新
郷
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

会
長
が
鈴
木
栄
治
さ
ん
の
後

任
に
伊
藤
雄
一
さ
ん（

53）

が
就
任
さ
れ
た
。

副
会
長
を
４
年
務
め
今
年

度
会
長
に
。

「

４
年
間
の
中
で
感
じ
た

こ
と
は
、
お
母
さ
ん
方
が
多

い
の
で
、
な
る
べ
く
簡
素
化

し
た
改
革
を
進
め
て
い
き
た

い
と
願
っ

て
い
ま
す」

と
抱

負
を
語
る

座
右
の
銘
は「

一
期
一
会」

「

た
ば
こ
は
10
年
前
に
止
め
、

酒
は
少
々
、
カ
ラ
オ
ケ
は
長

渕
剛
の
純
愛
歌
。

テ
レ
ビ
は
野
球
観
戦
。

趣
味
は
町
会
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
新
郷
在
住
か
ら
20
年
と
。

趣
味
は
仕
事
と
社
会
奉
仕
。

家
族
は
奥
さ
ん
の
武
子
さ

ん
。
長
男
は
千
葉
建
装
㈱
社

長
。
娘
さ
ん
は
独
立
。

赤
井
在
住
。

簡
素
化
し
た
改
革
を
目
指
し

新
郷
東
小
P
T
A
会
長
　
伊
藤
　
雄
一
さ
ん

就
任
さ
れ
た
。

副
会
長
を
2
年
務
め
て
今

年
度
会
長
に
。

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

６
月
３
日
、
川
口
市
・
教
育
委
員
会
・
川
口
歯
科

医
師
会
の
主
催
に
よ
る「

川
口
市
歯
の
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
～
白
い
歯
・
ス
マ
イ
ル
・
健
康
家
族
～」

が
リ
リ
ア
展
示
ホ
ー
ル
・
催
し
広
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

虫
歯
や
歯
周
病
の
予
防
対
策
等
、
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
生
涯
を
通
じ
た
口
腔
ケ
ア
の
向
上
を
呼

び
か
け
た
。
フ
ッ
素
体
験
塗
布
な
ど
数
々
の
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
受
付
時
間
が
過

ぎ
て
も
長
蛇
の
列
で
、
大
盛
況
だ
っ
た
。

写
真
左
か
ら
板
橋
智
之
県
議
、
榛
松
在
住
で
歯
科

衛
生
士
の
鈴
木
博
子
さ
ん
、
杉
本
佳
代
市
議
、
若
谷

正
巳
市
議
会
議
長
。

５
月
12
日
、
新
郷
地
区
長
寿
ク
ラ

ブ
連
合
会（

会
長＝

石
井
克
郎
さ

ん）

の
、
定
期
総
会
が
新
郷
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
。

式
典
に
は
、
奥
ノ
木
信
夫
市
長
、

板
橋
智
之
県
議
、
幡
野
茂
・
飯
塚
孝

行
市
議
、
前
原
博
孝
市
議
＆
連
合
町

会
長
は
じ
め
、
新
郷
地
区
町
会
長
、

瀬
戸
信
行
新
郷
支
所
長
等
、
大
勢
が

列
席
し
た
。

総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
、
懇
親

会
の
演
芸
や
福
引
抽
選
会
で
盛
り
上

が
り
終
了
し
た
。

写
真
は
左
か
ら
、
板
橋
県
議
、、

飯
塚
市
議
、
石
井
会
長
、
奥
ノ
木
市

長
、
幡
野
市
議
、
高
橋
義
一
さ
ん
。

長
寿
ク
ラ
ブ

定
期
総
会

喜
寿
の
祝
い

新
堀
の
有
志
で
集
う
、
や
な
い
ク
ラ

ブ（

会
長=

後
藤
半
三
さ
ん）

は
、
５

月
27
日
、
華
屋
与
兵
衛
で
、
喜
寿（

77

才）

の
祝
い
を
行
っ
た
。

写
真
左
か
ら
、
前
原
博
孝
市
議
＆
連

合
町
会
長
、
大
熊
恒
久
新
堀
町
会
長
、

喜
寿
の
今
泉
清
喜
さ
ん
、
後
藤
会
長
、

先
崎
勝
昭
さ
ん
と
、
田
中
昇
さ
ん
。

職
業
は
会
社
員
。

家
族
は
奥
さ
ん
の
純
子
さ

ん
と
長
男
・
祖
母
の
４
人
。

峯
在
住
。

今
年
の
東
っ

子
祭
り
は
10

月
20
日（
土）

予
定
。

「

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の

発
表
を
し
た
い
と
思
っ

て
い

ま
す」

と
。

「

７
名
の
副
会
長
と
連
携

を
図
り
、
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
明
る
く
楽
し
く
Ｐ
Ｔ
Ａ

を
運
営
し
た
い
と
思
い
ま

す
。」

と
抱
負
を
語
り
、「

今
年

は
２
年
に
１
回
の
バ
ザ
ー
を

11
月
予
定
し
て
い
ま
す」

と
。

座
右
の
銘
は「

乗
り
越
え

ら
れ
る
試
練
し
か
与
え
ら
れ

な
い（

自
分
の
身
に
起
こ
る

こ
と
は
、
全
て
人
生
を
豊
か

に
す
る
た
め）」

と
。

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。
酒

は
少
々
。
カ
ラ
オ
ケ
は「

コ

ブ
ク
ロ
の
桜
が
好
き
で
す」

テ
レ
ビ
は
報
道
番
組
、
趣
味

は
野
球
と
ゴ
ル
フ
。

職
業
は
会
社
員
。

奥
さ
ん
の
美
穂
さ
ん
は
、
自

宅
で「

す
ず
ら
ん
音
楽
教
室」

を
開
き
指
導
し
て
い
る
。

家
族
は
ご
夫
妻
と
長
男
・

長
女
の
４
人
。

新
堀
在
住
。



武
南
警
察
署

（３）２０１８年（平Ȇ３０年）６２０܆日（水曜日） 新　 郷　 新　 聞 第２７６号

ぶ
つ
か
る
よ

な
が
ら
運
転
　
じ
こ
の
も
と

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

歯
医
者
で
出
す
薬
は
２
種

類
あ
り
ま
す
。
　

む
し
歯
も
歯
周
病
も
、
お

口
の
細
菌
が
原
因
な
の
で
細

菌
が
増
え
る
の
を
お
さ
え
る

抗
生
物
質
が
使
わ
れ
ま
す
。

抗
生
物
質
は
使
い
続
け
る

と
薬
剤
耐
性
と
い
っ

て
、
薬

が
効
か
な
く
な
っ

て
く
る
の

で
３
日
間
出
た
ら
３
日
分
飲

み
切
っ

て
細
菌
を
や
っ

つ
け

て
し
ま
う
事
が
必
要
で
、
も

し
途
中
で
や
め
て
し
ま
う
と
、

薬
の
効
か
な
い
細
菌
が
出
て

来
た
り
し
て
別
の
抗
生
剤
を

飲
む
ハ
メ
に
な
り
ま
す
。

当
院
は
第
一
の
処
方
と
し

て
、
一
般
に
広
く
使
わ
れ
て

い
る
安
全
性
の
高
い
商
品
名

ペ
ン
グ
ッ

ト
や
バ
カ
シ
ル
と

い
っ

た
多
く
の
細
菌
に
効
果

の
あ
る
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
の
薬

を
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
ペ
ニ
シ
リ
ン
に
対

し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す

患
者
さ
ん
が
い
る
の
で
チ
ェ

ッ

ク
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
体
質
に
合

わ
な
い
と
き
は
別
の
系
列
の

抗
生
剤
を
考
え
て
出
し
ま
す
。

歯
科
医
院
と
い
え
ば
痛
み

で
す
が
、
痛
み
止
め
は
よ
く

処
方
し
ま
す
。
当
院
で
は
第

一
に
、
よ
く
効
と
い
う
理
由

で
ロ
キ
ソ
ニ
ン
を
処
方
し
ま

す
。

た
だ
し
こ
の
薬
も
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
が
出
た
り
消
化
管

を
痛
め
る
な
ど
副
作
用
が
あ

り
ま
す
。

又
、
関
節
の
痛
み
、
腰
の

痛
み
な
ど
で
ロ
キ
ソ
ニ
ン
を

長
く
服
用
し
て
い
る
患
者
さ

ん
も
多
く
、
交
感
神
経
を
緊

張
さ
せ
る
障
害
も
出
る
の
で
、

歯
科
の
処
置
の
あ
と
は
、
痛

み
の
程
度
を
考
え
て
、
ほ
ん

の
数
錠
出
す
こ
と
に
と
ど
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
う
１
種
類
痛
み

止
め
と
し
て
カ
ロ
ナ
ー
ル
を

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
は
ロ
キ
ソ
ニ
ン
よ

り
お
だ
や
か
で
身
体
に
優
し

い
の
で
す
が
、
切
れ
味
が
悪

い
よ
う
で
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

◆女子◇優勝＝江戸袋町会（町会長＝前原博孝さん）◇準優勝＝峯町会
（町会長＝山田沗一さん）◇3位＝赤井町会（町会長＝関根和雄さん）。　　
写真は江戸袋町会。

◆男子◇優勝＝峯町会（町会長＝山田沗一さん）◇準優勝＝榛松町会（町会長＝山田
忠さん）◇3位＝新堀町会（町会長＝大熊恒久さん）。写真は峯町会。

グリーンホール鳩ヶ谷
７周年大感謝祭

新
郷
地
区
卓
球
大
会

５
月
13
日
、
本
蓮
の
㈱
グ
リ
ー
ン
セ
レ
モ
ニ
ー（
代
表＝

境
亮
一
さ
ん）

は
、

鳩
ヶ
谷
庁
舎
前「

家
族
葬
会
館
グ
リ
ー
ン
は
と
が
や」
で
、
第
７
回「

グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
は
と
が
や
７
周
年
大
感
謝
祭」

を
開
催
し
た
。

式
場
内
で
は
、
人
形
供
養
祭
・
防
災
講
座
～
我
が
家
の
防
災
対
策
～
・
知
っ
得

お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー
・
地
域
有
志
に
よ
る（

少
年
少
女
合
唱
団
・
子
ど
も
タ
ッ

プ
・
フ
ラ
メ
ン
コ）

等
。
野
外
で
は
、
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ

ー
・
屋
台
村
・
お
茶
実

演
販
売
・
野
菜
や
花
の
販
売
等
。
最
後
は
、
大
ビ
ン
ゴ
大
会
で
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

写
真
左
か
ら
、
黒
沢
尚
代
さ
ん
、
松
本
貴
志
部
長
、
境
社
長
、
安
本
圭
佑
係

長
、
古
内
英
勝
専
務
と
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
。

◇新郷地区▽優勝＝赤井町会（町会長＝関根和雄さん）▽準優勝＝峯町会（町会長＝山田𣳾一さん）
写真は赤井町会。

新
郷
܅
区
婦
人

バ
レ
¯
ボ
¯
ル
अ
会

５
月
20
日
、
新
郷
地
区
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
、
新
郷
南
公
民
館
工
事
の
為
、
新
郷
地
区
は

新
郷
公
民
館
体
育
ホ
ー
ル
で
。
新
郷
南
地
区
は
新

郷
南
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

◇新郷南地区▽優勝＝榛松町会（町会長＝山田忠さん）▽準優勝＝江
戸袋町会（町会長＝前原博孝さん）写真は榛松町会。

６
月
３
日
、
新
郷
公
民
館
で
新
郷
地

区
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。



平成３０年５月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故   9,794 件（-970）       ３３１件（-２）

死者数   80 名（+4）         ２名（0）

負傷者 １１,844 名（-1,344）     ３７４名（-２１）

物損事故58,383 件（+1,526）  １,７５２件（+１００）

平Ȇ30 年531܆ 日 交通事Ԇ日ࠅ（カッコは前年対比）

２０１８年（平Ȇ３０年）６２０܆日（水曜日）　（４）第２７６号 新　 郷　 新　 聞

毛
細
血
管
は
、
血
管
の
99
％

を
占
め
残
り
の
１
％
が
、
太

い
血
管
で
、
臓
器
も
毛
細
血

管
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
毛

細
血
管
に
は
無
数
の
細
か
い

孔
が
開
い
て
い
ま
す
。

栄
養
素
と
酸
素
が
溶
け

込
ん
だ
血
漿
は
細
か
い

孔
か
ら
血
管
外
に
滲
み
出
し

て
、
細
胞
ま
わ
り
の
間
質
液

と
混
ざ
り
会
い
ま
す
。
そ
の

間
質
液
が
細
胞
の
中
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。

ゴ
ー
ス
ト
血
管
と
は
、
血

液
が
ち
ゃ

ん
と
流
れ
て
い
な

い
毛
細
血
管
の
こ
と
で
す
。
ゴ

ー
ス
ト
血
管
で
、
血
流
が
滞

る
と
、
十
分
な
酸
素
や
、
栄

養
が
届
か
な
く
な
り
、
老
廃

物
も
排
出
さ
れ
ず
に
滞
留
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
為
、

毛
細
血
管
の
ゴ
ー
ス
ト
化
が

老
化
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

①
シ
ミ
や
し
わ
、
ほ
う
れ

い
線
が
目
立
つ
。
②
肺
、
肝

臓
、
脳
な
ど
の
臓
器
の
機
能

低
下
に
よ
る
肝
障
害
、
腎
障

ゴ
ー
ス
ト
血
管

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（249）

前列左から平川さん、金子幸弘市議、板橋博美市議、
後列左から矢野由紀子市議、井上薫市議、今井初枝市議。

今
月
の
新
郷
句
楽
部

更
衣
校
庭
に
飛
ぶ
白
白
白
　
　
　
　
　
大
竹
　
　
井
上
靖
子

青
嵐
の
止
み
て
や
れ
や
れ
樹
々
の
声
　
峯
　
　
　
山
田
案
山
子

花
蜜
柑
香
り
た
だ
よ
う
朝
の
庭
　
　
　
前
野
宿
　
森
田
米
子

山
う
ど
の
和
え
て
越
後
の
味
な
ら
ん

東
本
郷
　
豊
後
照
子

若
葉
風
喜
怒
哀
楽
を
引
き
連
れ
て

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃
　

山
か
ら
の
風
が
薫
る
よ
彩
の
空
　
　
　
榛
松
　
　
相
沢
雅
乃

５
月
16
日
、
川
口
商
工
会

議
所（

会
頭＝

児
玉
洋
介
さ

ん）

の
女
性
会（

会
長＝
布

施
登
美
子
さ
ん）

の
総
会
が
、

リ
リ
ア
の
銀
座
ア
ス
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ

ン
に
、
杉
本
か
よ

市
議
の
紹
介
で
、
オ
ペ
ラ
歌

手
ソ
プ
ラ
ノ
の
金
刺
美
穂
さ

ん
が
出
演
し
た
。

金
澤
亜
希
子
さ
ん
の
ピ
ア

ą
܆
号
の
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
Ë

ル
अ
会
É
３
位
が
峯
町
会
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
É
３
位
は
新

郷
̅
町
会（

町
会
ԉ＝

山
﨑
一

夫
さ
ん）

で
し
た
Ê
訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
Ê

今
年
も
ࠆ
雨
ą
り
し
ま
し
た
Ê

紫
陽
花
が
美
し
い
季
節
で
す
Ê

ま
た
É
体
調
を
崩
し
や
す
い

季
節
É
ご
自
愛
く
だ
さ
い
Ê

次
号
は
７
܆
18
日（

水）

発

行
で
す
Ê あ

と
が
き

新
郷
工
業
団
܅
を
ई
察
し
て

５
月

15
日
、
新
郷
公
民
館

視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
、
新
郷
東

部
地
区
治
水
事
業
推
進
協
議

会（
会
長＝

鈴
木
歳
男
さ
ん）

の
30
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。始

め
に
副
会
長
を
務
め
た
、

田
中
喜
久
治
さ
ん
へ
黙
祷
を

さ
さ
げ
た
。

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
、
若

谷
正
巳
議
長
、
新
藤
義
孝
衆

議
院
議
員
の
秘
書
菊
地
博
さ

ん
、
板
橋
智
之
県
議
、
幡
野

茂
・
飯
塚
孝
行
市
議
、
新
郷

10
町
会
長
な
ど
大
勢
の
来
賓

が
列
席
さ
れ
た
。

議
案
は
滞
り
な
く
承
認
さ

川
口
愛
唱
会
５
周
年
記
念

５
月
10
日
、
川
口
愛
唱
会

（

会
長＝

金
子
昌
夫
さ
ん）

が

５
周
年
を
迎
え
た
。

月
１
回
リ
リ
ア
催
し
広
場

の
会
場
で
、
誰
も
が
知
っ

て

い
る
懐
か
し
い
童
謡
、
唱
歌
、

抒
情
歌
等
を
、
皆
で
明
る
く

楽
し
く
合
唱
し
て
い
る
。

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
＆
ピ
ア

ノ
は
嶋
村
益
代
さ
ん
。

今
年
も
５
周
年
記
念
と
し

て
、
音
楽
ホ
ー
ル
で
の
開
催

と
な
っ
た
。

奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
は

電
報
で
祝
福
、
杉
本
佳
代
市

議
が
参
加
し
激
励
し
た
。

金
子
会
長
は「

70
人
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
今
年
も
600
人

以
上
の
方
が
お
集

ま
り
戴
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
合
っ

て
の
愛
唱
会
、
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し

て
若
く
元
気
に
楽

し
ん
で
下
さ
い」

と
。１

部
は
合
唱

と
皆
さ
ん
と
一
緒

に
歌
い
ま
し
ょ

う

で
、
杉
本
か
よ
市

議

も「

肩

た

た

き」

を
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歌
い
ま

し
た
。

２
部
は
鈴
木

真
紀
子
さ
ん
の
フ

れ
、
決
議
文
朗
読
後
、
辰
井

川
改
修
事
業
概
要
、
川
口
都

市
計
画
事
業
新
郷
東
部
第
２

土
地
区
画
整
理
事
業
の
概
要

説
明
で
閉
会
し
た
。

日
本
共
産
党
の
川
口
市
議

団
と
共
に
、
新
郷
工
業
団
地

組
合
の
共
同
受
配
電
事
業
の

お
話
を
伺
う
機
会
を
頂
き
ま

し
た
。

石
川
理
事
長
に
ご
挨
拶
い

た
だ
き
、
事
務
局
長
の
弓
場

賢
一
郎
様
、
電
気
事
業
課
長

の
増
島
邦
夫
さ
ま
よ
り
ご
説

明
を
頂
き
ま
し
た
。

川
口
新
郷
工
業
団
地
協
同

組
合
は
、
１
９
７
０
年
に
設

立
さ
れ
た
、
市
内
唯
一
の
工

業
専
用
地
域
に
あ
る
、
80
の

事
業
所
を
擁
す
る
工
業
団
地

の
組
合
で
す
。

鋳
物
・
金
属
加
工
を
は
じ

め
、
地
域
に
密
着
し
た
小
規

模
の
事
業
者
が
多
く
あ
る
の

が
特
徴
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

共
同
配
電
で
電
力
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
が
大
き
な
支
援

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
独
自
の
変
電
所
を

持
ち
、
こ
う
し
た
共
同
受
配

電
を
し
て
い
る
の
は
、
ほ
か

に
春
日
部
に
あ
る
の
み
と
の

こ
と
で
し
た
。

共
同
受
配
電
は
１
９
７
５

年
に
開
始
、
電
力
需
要
の
拡

大
に
応
じ
て
順
次
増
強
し
て

き
ま
し
た
。
単
に
契
約
電
力

が
大
き
い
だ
け
で
な
く
、
企

業
間
で
の
受
電
調
整
を
す
る

な
ど
、
合
理
的
な
配
電
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
実
現
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
自
家
発
電
の
研

究
を
重
ね
る
な
ど
、
次
々
と

先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

地
域
と
の
交
流
を
大
変
重

視
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
協

同
組
合
の
お
お
き
な
特
徴
で

す
。

「

ば
ん
ば
ん
祭」

は
、
地
元

町
会
と
協
力
し
な
が
ら
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ

か

り
定
着
し
て
お
り
、
今
年
の

夏
で
13
回
目
と
な
り
ま
す
。

あ
り
が
ち
な「

外
か
ら
大

企
業
を
誘
致
し
て
終
わ
り」
で

な
く
、
地
域
の
産
業
と
し
て

し
っ

か
り
根
付
い
て
い
る
こ

と
が
、
も
の
づ
く
り
川
口
の

誇
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

し
た
。
ご
丁
寧
に
ご
説
明
を

頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

日
本
共
産
党
地
区
役
員

平
川
　
み
ち
や

投稿

ル
ー
ト
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

中
前
美
和
子
さ
ん
・
マ
リ
ン

バ
は
沖
田
千
佳
さ
ん
と
金
丸

寛
さ
ん
の
４
人
の
ソ
ロ
を
聴

き
、
３
部
は
ま
た
皆
さ
ん
と

一
緒
に
歌
い
終
演
し
た
。

写
真
左
か
ら
、
杉
本
市
議
、

嶋
村
さ
ん
、
金
子
会
長
。

治
水
総
会

金
刺
さ
ん
熱
唱
ノ
伴
奏
で
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト

の
ア
レ
ル
ヤ
・
リ
ス
ト
の
愛

の
夢
・
オ
ペ
レ
ッ

タ〈

チ
ャ

ー
ル
ダ
ッ

シ
ュ

の
女
王
よ
り

ハ
イ
ヤ
ー
山
は
我
が
ふ
る
さ

と
よ〉

を
熱
唱
し
た
。

会
場
は
同
会
員
や
、
児
玉

会
頭
、
副
会
頭
、
専
務
理
事

な
ど
来
賓
も
最
後
ま
で
参
加

さ
れ
、「

花
は
咲
く」
を
大
合

唱
し
て
、
大
盛
況
に
終
演
し

た
。
写
真
左
か
ら
、
金
刺
さ

ん
、
杉
本
市
議
、
金
澤
さ
ん
。

手
作
り

お
手
玉
を
寄
付

５
月
14
日
、
榛
松
の
櫻
井

静
枝
さ
ん
は
、
新
郷
南
小
学

校（

校
長＝

久
保
田
真
一
さ

ん）

に
、
手
作
り
お
手
玉
50

個
を
寄
贈
し
た
。

ひ
ま
わ
り
学
級
や
、
１
年

生
の
昔
遊
び
の
授
業
で
使
っ

て
ほ
し
い
と
。
今
後
、
他
校

に
も
寄
贈
す
る
と
の
こ
と
。

写
真
左
か
ら
、
田
中
照
昌

さ
ん
、
櫻
井
さ
ん
、
久
保
田

校
長
、
金
澤
成
り
子
さ
ん
、

飯
塚
孝
行
市
議
。

害
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
認
知

症
な
ど
。
③
血
管
の
機
能
低

下
に
よ
り
血
栓
が
で
き
や
す

く
な
り
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞

な
ど
。
④
免
疫
異
常
か
ら
糖

尿
病
な
ど
。
⑤
遺
伝
子
に
ダ

メ
ー
ジ
か
ら
癌
。
⑥
冷
え
性
、

⑦
毛
髪
の
維
持
困
難
な
ど
多

方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

20
代
と
比
べ
る
と
60
代
・

70
代
は
40
％
も
減
少
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
自
分
の
頭
を

見
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
老

化
の
一
言
で
す
。

保
険
薬
剤
師中

山

久
仁
夫


